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調査目的

• 2019年に日本輸血・細胞治療学会より「大量出血

症例に対する血液製剤の適正な使用のガイドライ

ン」が公開された。

•本調査ではガイドラインのClinical Question（CQ）

リスト１及び２について各施設の現状を調査し大学

病院における課題を抽出することを目的とする。



調査対象

•全国大学病院輸血部会議に参加登録している全国の

国立・公立・私立の大学病院（分院含む）100施設

を対象にGoogleフォームにより匿名アンケートを

実施した。

•回収率＝64%



CQ1：

大量出血症例へのクリオプレシピテート，
フィブリノゲン濃縮製剤の投与は推奨される
か？また，輸注開始トリガー値はどれくらい
か？



【心臓血管外科】複雑な心臓血管外科手術に関連する大量出血患者に対して，フィブリ
ノゲン濃縮製剤あるいはクリオプレシピテートを用いた止血管理をおこなうことを弱く
推奨する(推奨度:2C)
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その他

わからない

どちらも使用していない

クリオプリシピテートを使用している

フィブリノゲン濃縮製剤を使用している

• クリオプリシピテートを使用している, フィブリノゲン濃縮製剤の導入を院内で検討中

• 今後、フィブリノゲン製剤を採用する予定あり

• クリオプリシピテートの使用を検討中



【心臓血管外科】フィブリノーゲン濃縮製剤の初期用量として，50 mg/kg 程度を弱く
推奨する。また，クリオプレシピテートの初期用量として，3〜4 mL/ kg 程度を推奨す
る(推奨度:2C)
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その他

わからない

クリオプリシピテート：3〜4 mL/kg程度

フィブリノゲン濃縮製剤：50 mg/kg程度

• FFPLR480から約50mLのクリオプレシピテートを1バッグ作製し、1回の投与量は、3バッグとしている。

• 使用していないため不明

• わからない, クリオプレシピテート=1.5mL/kg程度

• フィブリノーゲン濃縮製剤：初期用量3g クリオプレシピテート：FFP480由来3本

• 1回使用量をFFP8単位相当とし，不足時に８単位追加で払出す

• 患者体重にかかわらず、480FFPから作成したクリオプレシピテートを3本出庫している

• 該当製剤を使用していません

• 検討中

• 心臓血管外科を標榜しておりません



【心臓血管外科】出血量軽減や同種血製剤削減を目的に，また，フィブリノゲン濃縮製
剤やクリオプレシピテートの投与量決定には，血漿フィブリノゲン値または全血フィ
ブリノゲン値や Viscoelastic device(血液粘弾性検査)などの Point-of- care(POC)テスト
を用いたモニタリングを強く推奨する(推奨度:1B)
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わからない

POC機器で測定していない

POCで測定している

• 凝固検査を検査・輸血部に提出している

• 手術室にPOC機器があるが心臓血管外科手術での使用状況はわからない。

• 過去はしていた。

• 日常使用の分析機にて測定

• 投与前後の血漿フィブリノゲン値を測定している。

• 今後、予定している

• 心臓血管外科を標榜しておりません



【心臓血管外科】POC機器でモニタリングしている場合の機器名（使用機器全て）

TEG6s
33%

Fib Care
28%

ROTEM
17%

CG Series
5%

Actalke MINI II
5%

HEMOCHRON 401
6%

HEMOCHRON Response
6%



【産科】妊産褥婦の大量出血症例に対してクリオプレシピテート，フィブリノゲン濃縮
製剤投与は有用であり，その使用が提案される(2C)
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わからない

どちらも使用していない

フィブリノゲン濃縮製剤を使用している

クリオプレシピテートを使用している

• 要望はあるが対応できていない

• 今のところ産褥大量出血そのものの頻度が高くないので機会がない。機会があればクリオを使用する

• クリオプリシピテートの使用を検討中



【産科】血漿フィブリノゲン濃度 150〜200 mg/dLが，投与のタイミングとして提案さ
れる(2C)
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わからない

濃度測定しない

150〜200 mg/dLで投与

100〜149 mg/dLで投与

＜100 mg/dLで投与

• <150mg/dLもしくは出血の勢いからまもなく150mg/dLになると考えられる場合を使用の目安としている。

• 投与タイミングがフィブリノゲン濃度に依存していない（患者の状態や出血量による）

• 出血の状況やショックインデックスにより、Fbgの結果が出る前に投与していることが多いです

• 患者状態により使用し，同時進行でフィブリノーゲン濃度を測定

• ER入室時に高度の出血性ショックにあり、2ℓ以上の点滴が施行されているが、ショック状態から改善傾向にない患者 （non 

responder)

• 検討中

• 産科を標榜しておりません



【外傷】血漿フィブリノゲン＜150 mg/dLを伴う外傷による大量出血患者に対して，ク
リオプレシピテートあるいはフィブリノゲン濃縮製剤を投与することを弱く推奨する
(2C)
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その他

わからない

どちらも使用していない

フィブリノゲン濃縮製剤を投与している

クリオプレシピテートを投与している

• どちらも使用していない, 早期からFFPの投与を開始し対応している

• どちらも使用していない, 該当症例がほとんどない

• 心臓外科の待機的手術症例でクリオプレシピテートを準備

• クリオプリシピテートの使用を検討中



【その他の領域】心臓血管外科，外傷，産科以外のその他の臨床領域においてフィブリ
ノゲン製剤の使用を推奨する(2C)
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わからない

使用しない

保険適用範囲外にも予防的に使用

保険適用の範囲内でのみ使用

• 生体肝移植、脳死肺移植で使用。

• フィブリノゲン濃縮製剤に保険適用はなく、保険適用外に治療として使用

• 術中の希釈性凝固障害

• フィブリノゲン濃縮製剤の導入を院内で検討中

• 大量出血で必要な場合は診療科にかかわらず使用を考慮されている。

• 検討中



CQ2：

大量出血症例に対する massive transfusion 
protocol(MTP)は推奨されるか? 
また，FFP:PC:RCC の最適投与比はどれくら
いか?



【外傷】大量輸血を要することが予想される外傷患者に対して，大量輸血プロトコール
を用いることを強く推奨する(1C)

• ERに緊急O型RBC8uおよびAB型クリオプレシピテート8uを常

備し大量出血に対応している

• 検討中

• 救急部と調整中です。

MTPあり, 18, 

28%

MTPなし, 32, 

51%

わからない, 10, 

16%

その他, 3, 

5%

FFP:PLT:RBC
=1:1:1
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FFP:RBC=1:1
13



【心臓血管外科】大量出血をきたした心臓血管外科手術に対して大量輸血プロトコール
massive transfusion protocol(MTP)を用いることを弱く推奨する(2C)

MTPあり
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7%

MTPなし, 44, 

72%

わからない, 13, 

21%

FFP:PLT:RBC
=1:1:1
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FFP:RBC=1:1
1

症例によっ

て異なる
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【産科】妊産褥婦の産科大量出血症例に対してMTPは有効であり，各製剤の投与単位比
としてFFP/RCC 1以上の投与を提案する(2C)

MTPあり, 13, 

21%

MTPなし, 35, 

56%

わからない, 11, 

18%

その他, 

3, 5%

• 院内専用の発令コ－ドあり

• ERにO型RBC8uおよびAB型クリオプレシピテート8uを常備し

産科大量出血に対応している

• 第一選択として、FFP、クリオ製剤、フィブリノゲン製剤を使

用する場合が多く、引き続きRBC、FFPが投与される。

FFP:PLT:RBC
=1:1:1
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FFP:RBC=4:3
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【その他の領域】心臓血管外科，外傷，産科以外のその他の臨床領域における大量出血
症例に対する massive transfusion protocol(MTP)は推奨される(2C)

MTPあり, 4, 6%

MTPなし, 45, 

73%

わからない, 12, 

19%

その他, 1, 2%

• ERに各臨床領域でも対応できるようO型RBC8uおよびAB型

クリオプレシピテート8uを常備し大量出血に対応している

FFP:PLT:RBC
=1:1:1
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FFP:RBC=1:1
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大量輸血について工夫されていることや
苦労されていること等をお聞かせくださ
い。



大量輸血について工夫されていることや苦労されていること等お聞かせください。

院内体制整備



大量輸血について工夫されていることや苦労されていること等お聞かせください。

コミュニケーション

製剤発注



大量輸血について工夫されていることや苦労されていること等お聞かせください。

機器整備

人員確保

トレーニング

診療報酬

製剤



ご協力ありがとうございました。


